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【ＦＩ】
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   Ｇ０６Ｆ    3/048    ６２０　
   Ｇ０６Ｆ    3/033    ４５３　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月8日(2015.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の階層に分かれた画像（６０）を切替え可能に表示する表示部（５２）に対して別
体で形成されており、操作面（３２）に対する使用者の指操作によって、前記画像（６０
）を操作するための入力が行われる入力装置であって、
　前記指操作時の前記操作面（３２）に対する指の操作状態を検出する検出手段（３１）
と、
　前記検出手段（３１）によって検出された前記操作状態に対する判定が、前記操作面（
３２）に接触する接触状態に対して、前記操作面（３２）に近接した近接状態にあると、
前記表示部（５２）に表示される前記画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮
明度を、前記接触状態のときよりも低下させる制御部（３３）とを備え、
　前記画像（６０）には、前記複数の階層のうち所定階層における前記画像（６０）の種
類を示すメニュー項目（６１）が表示されるようになっており、
　前記制御部（３３）は、前記画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を
低下させる際に、前記メニュー項目（６１）については、前記接触状態のときの鮮明度を
維持することを特徴とする入力装置。
【請求項２】
　複数の階層に分かれた画像（６０）を切替え可能に表示する表示部（５２）に対して別
体で形成されており、操作面（３２）に対する使用者の指操作によって、前記画像（６０
）を操作するための入力が行われる入力装置であって、
　前記指操作時の前記操作面（３２）に対する指の操作状態を検出する検出手段（３１）
と、
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　前記検出手段（３１）によって検出された前記操作状態に対する判定が、前記操作面（
３２）に接触する接触状態に対して、前記操作面（３２）に近接した近接状態にあると、
前記表示部（５２）に表示される前記画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮
明度を、前記接触状態のときよりも低下させる制御部（３３）とを備え、
　前記画像（６０）には、前記複数の階層のうち所定階層における前記画像（６０）の種
類を示すメニュー項目（６１）が表示されるようになっており、
　前記制御部（３３）は、前記画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を
低下させる際に、前記メニュー項目（６１）のうち、前記使用者によって選択された項目
のみについて、前記接触状態のときの鮮明度を維持することを特徴とする入力装置。
【請求項３】
　前記制御部（３３）は、前記近接状態において前記操作面（３２）から前記指が遠ざか
るほど、前記画像（６０）の鮮明度をより大きく低下させることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の入力装置。
【請求項４】
　前記鮮明度が低下される少なくとも一部の画像（６２、６４）は、前記画像（６０）を
操作するためのアイコン（６２）、あるいは前記指操作時の指の位置を示すポインタ（６
４）であることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１つに記載の入力装置。
【請求項５】
　前記制御部（３３）は、前記検出手段（３１）によって検出された前記操作状態に対す
る判定が、前記操作面（３２）に対して前記近接状態よりも遠ざかる非接触状態にあると
、前記表示部（５２）に表示される前記画像（６０）の鮮明度を前記接触状態のときの鮮
明度に維持することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１つに記載の入力装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　第１の発明では、複数の階層に分かれた画像（６０）を切替え可能に表示する表示部（
５２）に対して別体で形成されており、操作面（３２）に対する使用者の指操作によって
、画像（６０）を操作するための入力が行われる入力装置であって、
　指操作時の操作面（３２）に対する指の操作状態を検出する検出手段（３１、３３）と
、
　検出手段（３１、３３）によって検出された操作状態に対する判定が、操作面（３２）
に接触する接触状態に対して、操作面（３２）に近接した近接状態にあると、表示部（５
２）に表示される画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を、接触状態の
ときよりも低下させる制御部（３３）とを備え、
　画像（６０）には、複数の階層のうち所定階層における画像（６０）の種類を示すメニ
ュー項目（６１）が表示されるようになっており、
　制御部（３３）は、画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を低下させ
る際に、メニュー項目（６１）については、接触状態のときの鮮明度を維持することを特
徴としている。
　また、第２の発明では、複数の階層に分かれた画像（６０）を切替え可能に表示する表
示部（５２）に対して別体で形成されており、操作面（３２）に対する使用者の指操作に
よって、画像（６０）を操作するための入力が行われる入力装置であって、
　指操作時の操作面（３２）に対する指の操作状態を検出する検出手段（３１、３３）と
、
　検出手段（３１、３３）によって検出された操作状態に対する判定が、操作面（３２）
に接触する接触状態に対して、操作面（３２）に近接した近接状態にあると、表示部（５
２）に表示される画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を、接触状態の
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ときよりも低下させる制御部（３３）とを備え、
　画像（６０）には、複数の階層のうち所定階層における画像（６０）の種類を示すメニ
ュー項目（６１）が表示されるようになっており、
　制御部（３３）は、画像（６０）の少なくとも一部（６２、６４）の鮮明度を低下させ
る際に、メニュー項目（６１）のうち、使用者によって選択された項目のみについて、接
触状態のときの鮮明度を維持することを特徴としている。
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